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９
回 

 

台
風
７
号
通
過
後
の
行
仙
宿
点
検 

 

◇
実
施
日 

 

８
月
２
０
日
（
日
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
湯
川
一
郎
、
梶
野
照
雄
、
山
本
直
子
、
志
岐
敬 
 

５
名 

  

台
風
７
号
は
お
盆
休
み
の
８
月
１
５
日
に
紀
伊
半
島
を
縦
断
し
、
各
地
に
被

害
を
も
た
ら
し
た
。
勢
力
は
さ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
数
年
ぶ
り

の
台
風
上
陸
な
の
で
、
行
仙
宿
の
状
況
を
点
検
に
向
か
っ
た
。 

 

午
前
９
時
、
下
北
山
村
役
場
駐
車
場
に
集
ま
っ
て
行
仙
宿
登
山
口
に
向
か
う
。 

Ｒ
４
２
５
は
十
津
川
村
側
の
崩
落
で
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
た
が
、
下
北
山
村

側
に
問
題
が
無
い
事
を
事
前
に
確
認
し
て
い
た
。 

 
 

 
 

 

登
山
口
で 

 
 

 
 
 

行
仙
宿
に
到
着 

 
 

 
 
 

半
割
丸
太
を
運
ぶ 

国
道
は
雨
で
流
れ
出
し
た
落
ち
葉
が
多
い
以
外
特
に
障
害
は
無
く
、
い
つ
も
通

り
に
四
ノ
川
林
道
に
入
る
。
先
日
掃
除
し
た
側
溝
２
ヶ
所
を
確
認
。
手
前
の
側

溝
は
障
害
物
も
無
く
完
全
に
機
能
し
て
い
た
が
、
二
つ
目
は
掘
り
出
し
た
溝
が

小
石
で
埋
ま
っ
て
い
た
。 

 

梶
野
、
山
本
、
志
岐
の
３
名
が
先
行
し
て
モ
ノ
レ
ー
ル
で
登
る
。
途
中
、
直

径
５
㎝
ほ
ど
の
枝
が
レ
ー
ル
を
跨
い
で
い
た
。
排
除
の
為
モ
ノ
レ
ー
ル
を
止
め

る
と
エ
ン
ジ
ン
も
ス
ト
ッ
プ
。
再
び
セ
ル
を
回
す
が
エ
ン
ジ
ン
が
始
動
し
な
い
。 

エ
ン
ジ
ン
ヘ
ッ
ド
に
水
を
か
け
て
冷
や
す
と
回
り
だ
し
た
。 

モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
か
ら
無
人
で
モ
ノ
レ
ー
ル
を
降
ろ
す
。
沖
崎
、
湯
川
の
２
名

が
登
山
口
の
半
割
丸
太
を
終
点
ま
で
上
げ
る
よ
う
だ
。 

 

台
風
一
過
で
は
あ
る
が
気
温
が
高
く
湿
度
も
高
い
。
行
仙
宿
ま
で
の
道
中
で

汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

２
７
℃
だ
っ
た 

 
 
 

 

煙
突
の
隙
間
を
塞
ぐ 

 
 

 
 

頂
戴
し
た
幟 

倒
木
を
予
想
し
て
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
持
っ
て
行
っ
た
が
、
垂
れ
下
が
っ
た
イ
バ

ラ
と
１
０
㎝
ほ
ど
の
折
れ
た
枝
が
あ
っ
た
だ
け
で
、
ど
ち
ら
も
志
岐
さ
ん
が
処



理
し
た
。 

 

行
仙
宿
に
着
い
て
ハ
シ
ゴ
を
伸
ば
し
屋
根
に
上
が
り
雨
漏
り
の
原
因
と
思

わ
れ
る
煙
突
の
隙
間
を
耐
火
シ
ー
リ
ン
グ
材
で
塞
ぐ
。
次
に
雨
が
降
っ
た
後
で

効
果
の
ほ
ど
を
見
て
み
た
い
。 

山
本
、
志
岐
の
お
二
人
は
小
屋
や
お
堂
周
り
の
清
掃
、
小
枝
や
葉
っ
ぱ
な
ど
、

風
で
飛
ば
さ
れ
た
も
の
が
た
く
さ
ん
落
ち
て
い
た
。
小
屋
の
南
側
や
管
理
棟
の

周
り
に
置
い
て
あ
る
物
に
飛
ば
さ
れ
た
後
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

２
０
分
ほ
ど
し
て
沖
崎
、
湯
川
の
２
名
が
到
着
、
湯
川
君
は
汗
が
滝
の
よ
う
に

流
れ
落
ち
て
い
た
。
７
月
１
５
日
行
仙
宿
に
宿
泊
さ
れ
た
竹
林
院
行
者
の
田
畠

さ
ん
（
埼
玉
県
）
か
ら
贈
ら
れ
た
別
注
の
幟
を
お
堂
前
に
立
て
る
。
玄
関
横
の

温
度
計
は
２
７
℃
で
、
先
週
よ
り
５
℃
も
高
か
っ
た
。 

 
 

 
 

 

水
場
は
正
常 

 
 
 

ポ
リ
タ
ン
ク
３
個
を
汲
み
上
げ
る 

 

本
日
の
参
加
者 

早
め
に
昼
食
を
済
ま
せ
て
梶
野
、
山
本
、
志
岐
の
３
名
で
水
場
に
降
り
る
。
水

場
径
は
枯
枝
が
落
ち
て
は
い
る
が
、
倒
木
や
損
傷
は
な
く
い
つ
も
通
り
に
水
場

に
着
く
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も
水
量
は
少
な
く
、
落
石
も
殆
ど
無
い
。
ポ
リ
タ

ン
ク
３
個
を
満
水
に
し
て
小
屋
に
戻
っ
た
。 

 

小
屋
で
は
沖
崎
さ
ん
が
薪
運
び
、
湯
川
君
は
モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
ル
ー
ト
の
ア

セ
ビ
を
処
理
す
る
た
め
に
先
行
下
山
し
て
い
た
。
古
い
水
を
整
理
し
、
戸
締
り

確
認
後
行
仙
宿
を
離
れ
た
。
モ
ノ
レ
ー
ル
終
点
で
半
割
丸
太
１
５
本
程
を
１/

２
に
切
っ
て
か
ら
下
山
し
た
。 

 

台
風
７
号
は
中
心
か
ら
離
れ
た
場
所
で
強
い
雨
が
降
り
、
河
川
の
氾
濫
や
浸

水
な
ど
の
被
害
が
あ
っ
た
が
、
行
仙
宿
周
辺
の
奥
駈
道
に
は
異
常
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。
し
か
し
風
は
そ
れ
な
り
に
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
稜
線
上
に

は
倒
木
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

行
動
タ
イ
ム 

 

下
北
山
村
役
場
駐
車
場09

：00

→09

：32

補
給
路
登
山
口
→10

：24

行
仙 

宿
→
水
場12

：30

→13

：13

行
仙
宿13

：30

→14

： 15

補
給
路
登
山
口 


